
ラソン大会等の恒例行事が市内外に広く認知され、集客数は

増加傾向にあることから、更に効果的な周知を行っていく。トビックの販売事業者数につい

Ｂ
ては、売り場面積の減少も予定されており目標値の達成は難しい状況である。

　

　本市における観光事業については、イベントが主なものとなっているため、現状を維持す

る。予算についてはイベント開催時の警備員の増員や全体的な人件費の高騰、また、テロ対

→ 策等も視野に入れなければならないことから増加としたい。

　戸田橋花火大会を主とした本市のイベントにおける認知度は年々上がっていると感じられる。今後は平成２８年度よりシティセールスを

所管した政策秘書室と連携し、定住人口及び交流人口共に増加できるよう検討していってほしい。

戸田市 施策評価シート

作成日 平成30年06月13日 作成者名 佐　藤　健　治 評価者名 今　井　教　雄

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

06 活力と賑わいを創出できるまち 環境経済部・経済政策課

03 地域資源 政策秘書室・政策秘書室

70 地域資源を活かしたシティセールス

　市内に存在している観光資源をはじめとした地域資源を活用した取り組みにより、まちの賑わいを創出します。また、戸

田市の魅力と個性を活かした良好な都市イメージを構築し、それを市内外に発信することで交流の場を創出するとともに、

戸田市の認知度を高め、まちづくりに必要な活力を呼び込みます。

観光振興事業

トビックの販売事業者数 優良推奨品・市内産品等の展示販売事
事業者 40 20 17 19

業者数
イベント時の市内事業者の イベント時における市内事業者の店舗

店舗 300 100 164 129
店舗出店数 出店数（延べ数）

　イベントを含め、地域資源の周知や活用を図り、市内産業の 　戸田橋花火大会では市内商店会活性化に資することを目的に

振興に結びつける取組が必要。 、平成２９年度は花火大会会場内に各商店会単位で出店しても

らう。また、他のイベントや観光情報館トビックを介した事業

者の販売促進や、るるぶの引き続きの活用を行っていく。

　花火大会、ふるさと祭り、マ
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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うち31

事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

01 観光事業　（経済政策課）

観光振興事業

任
意

53,568
0

72,798

１ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ ○ Ａ01 01 07 01 04 01 01 7,006

戸田橋花火大会の実施 7,005 0

観光振興事業の支援 8,966

戸田橋花火大会事業

任
意

0
0

0

新規 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 新規 Ｂ02 01 07 01 04 01 02 67,611

戸田橋花火大会の開催 67,611 0

13,794

H29決算額 H30予算額 H31計画額 H31予算額

計（千円） 事業費 53,568 72,798 74,617 0

うち一般財源 53,568 72,797 74,616
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